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今後の例会（卓話）予定

8/12	 	 祭日振替（山の日）	
8/19	 	 イニシエーションスピーチ	 五十嵐拓真会員
8/25	 	 クラブフォーラム	

会長挨拶＜岩田会長＞
・まず、昨日の東北地方の大雨で、最上川が氾濫
し、浸水・土砂崩れが発生しているようです。
今のところ人的被害は確認されてないようです
が、いずれにしましても、このコロナ渦の中で、
大雨により被災されている方々に心よりお見舞
い申し上げます。

　次に、先々週の例会の話になりますが、野生
司ガバナーらをお迎えしての、ガバナー公式訪
問、皆さま大変にお疲れさまでした。特に、ク

　2020ー2021年度テーマ

R . I . テ ー マ	 「ロータリーは機会の扉を開く」
	 	 R . I . 会 長	 ホルガー・クナーク
	 	 地区ガバナー	 野生司 義 光
クラブテーマ	 「一期一会、〜いまこの瞬間を大切にし、最善を尽くそう〜」	
	 	 クラブ会長	 岩 田 幸 一

	総会員数	 休　会	 出席免除	 出　席	 欠　席	 出席率	 修　正　出　席　率
出　席　報　告

来　訪　者　紹　介

	 50 名	 	 	 42 名	 100％

前回（7/29　1627 回例会）の記録

◆ゲスト	 1名	 米山奨学生　フセイン 様

◆ビジター	 0名	

ラブ協議会で発表された代表の方につきまし
ては、自分の言葉で、我がクラブの特色・現状
をとても分かりやすく噛み砕いて話していただ
き、私自身も大変勉強になりました。ともあれ、
上半期の最大の行事を無事に滞りなく終える
ことができ、ホッとしております。
　本年は、下半期に、地区大会という、これまた
大きな行事が控えておりますので、引き続き、皆
様のご協力をよろしくお願いいたします。

8月お誕生日祝	 16	日	（47 才）	中橋和大君	 18	日	（71 才）	 斎藤彰悟君
	 20	日	（45 才）	松丸　貴君	 	

年間100％出席	 　　　 山 尾 尚 司 君　17回



ニコニコボックス
＜岩田会長、吉沼幹事＞
・佐藤学さん、本日のイニシエーションスピーチ
宜しくお願い致します。

＜常見、髙木、後上、海内、片岡、本間、浜中、
岩戸、丸岡、原田、斎藤、伊石、宮村、古谷、
内田、上野、小林、中村、伊藤、大塚、藤掛、
松丸、関根、五十嵐、江連、立野、土師、河村、
潮田、上原、松本、長沼＞

・佐藤学さん、イニシエーションスピーチ、頑張
って下さい。

＜天笠、澤野＞
・東北復興を支援します。

委員会報告
＜青少年奉仕・ローターアクト委員会　本間委員長＞
・「東京浅草中央ロータアクト８月第一例会」
のご案内を致します。

　８月２日（日）現地参加＋オンライン参加の例
会です。東京日本橋ロータアクトクラブOBの
赤石晃一様の卓話です。

＜常見、浜中、長沼＞
・コロナ渦は長期戦になりました。人数だけの
報道に惑わされず、自身の衛生管理で守りま
しょう。

＜佐藤＞
・本日イニシエーションスピーチをさせていただ
きます。皆様よろしくお願い申し上げます。

＜後上＞
・植木様、先日はなによりの物　ありがとうご
ざいました。

＜桜井＞
・会員の皆様に、大変多くのご支援を頂き、誠
にありがとうございました。今後共、地域に愛
されるホテルを目指してまいります。

幹事報告＜吉沼幹事＞
①ガバナー公式訪問のお礼状がクラブ宛に届
いております。プリントアウトしたものを
事務所にて保管しております。

②先日九州地方に猛威を振るいました豪雨災
害の支援として、ガバナー事務所より熊本
及び福岡地区への支援金のお願いがありま
した。つきましては、今週と来週の例会に
て募金箱を回します。集まった募金総額に
クラブより上乗せした上で、それぞれに割
り当てたいと思います。皆様のご協力をお
願いいたします。

③来週 8月 5 日の例会会場は、3階の「祥雲
の間」となります。お間違いないようお願
いいたします。

④各クラブより例会変更の案内が来ておりま
す。クラブ事務所にてご確認をお願いいた
します。また、東京本郷RCより 8月の例
会からビジター受け入れ開始の案内が届い
ております。

⑤入会候補者の中橋和大さんの入会手続きが
完了しました。8月の第一例会よりご出席
となります。

米山奨学生　フセイン君　例会の挨拶

皆様、こんにちは。拓殖大学商学部経営学科のフセインです。
今回も誠にありがとうございます。
2週間前に髙木カウンセラーにご馳走になりました。和食を食べたり、様 な々お話したりし
て楽しかったです。
そして、再来週に期末試験があるので、それの準備や復習をしております。頑張っていき
ます！
また、前回言い忘れてしまいましたが、一年間古谷様またご家族に大変お世話になりまして、
心から感謝を申し上げます。いろいろ本当にありがとうございました。
さて、改めまして今回もどうぞよろしくお願い致します。



イニシエーションスピーチ

＜今週担当　岩戸正一️＞

卓　　話

　　　　　　　　佐　藤　　　学 会員

　「佐藤　学について」

イニシエーションスピーチはロータリークラブ活動の登竜門だからね！
と先輩諸氏に入会当初から言われてほぼ１年、夢にまで見た会場は定
員 400 名の大広間でした。コロナ渦のソーシャルディスタンスとは言
え「広すぎる」ではないですか！　20 年来の友人、昨年９月の入会か
らの友人へのイニシエーションスピーチですから、多少掘り下げて“素
の私”についてお話しさせていただきますので最後までお付き合いを
お願い申し上げます。
（パワーポイントにて）　生年月日 /出生地浅草の思い出 /小学校時代
/中学高校の部活、エピソード /大学での競技スキー活動 /社会人“大
成建設入社”時の世相、バブル時代のサラーリーマン生活 /東北支店
での生活（第二の故郷）/最愛の家族について /男の趣味部屋①、② /
自分の見識、知識を広めてくれた異業種交流活動 /、、、、、、、、、、、、
　ここまでお話した時点で開始 29 分！　用意した原稿の残りは概ね
20 分という状況のなか、最前列にお座りのＵ直前会長から大きく“巻
き”のサイン、司会のＩさんは司会席に移動され、あえなく時間切れ
となりました。職業奉仕の根幹となる自社（だいやす建設株式会社）
について、全くお話出来なかったことに悔しさだけが残り、パワーポ
イントの怖さ（資料の多さにアドリブも比例するという）を実感した
次第です。いずれにしましても、小生佐藤　学はまだまだ発展途上で
ございます。会員皆様のご指導をいただきながら出来る限りの努力を
して参る所存でございますので引き続きよろしくお願い申し上げます。


